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１．はじめに
2003年10月日本技術士会青年技術士懇談会は、国際交流活動としてインドネシアで開催されたCA

FEＯ-21(ASEAN加盟国により毎年交代で開催される)に初めてメンバーを派遣し、中でも若手技術者
による分科会であるYEAFEＯに参加した。
参加各国からも若い技術者が多数参加しており､青年技術士懇談会の存在をアピールすることができた。
今回、2004年の開催国であるミャンマーからYEAFEOへの招待を受け､昨年に引き続いて青年技術士

懇談会から３名を派遣することとした。

2．参加目的
CAFEO-22及びYEAFEO-11に参加することにより、参加各国とのコネクションを構築し､これからの国際

化時代に備えると共に、国際的な技術動向の把握､青技懇メンバーの国際感覚の向上、若手技術者の交
際舞台での経験を養う事を目的とする。

3．参加者
今回の派遣は青年技術士懇談会国際WGより３名が参加した。
また個人参加として、日本技術士会より２名の参加があった。
清田隆(青技懇）東京大学生産技術研究所
山田英樹(青技懇）三浦市役所(技術士補）
斉藤稔(青技懇）㈱藤精機製作所(技術士補）
本 間 勝 X - D O S 技 術 士 事 務 所
出崎太郎

4.CAFEO-22概要
４-１目的

CAFEO-22はASEAN加盟国の技術と産業の向上のための技術交流の場である。
４-２背景

AFEOはASEAN事務局と提携する非政府組織であり､AFEO参加団体はASEAN加盟国により
設立される技術系組織で構成される。
CAFEOはAFEOの目標と目的である､親交を深め､理解･協力し､また意見と経験の交換を行うた
めに､毎年加盟国が交代で主催し､開催される。
今年はミャンマーでの開催となった。

4-3主催者
ASEANFederationofEngineeringOrganizations(AFEO)

4-4CAFEO-22主催団体
MyanmarEngineeringSociety

5，行動日程



2004年９月
CAFEO-22開催国であるミャンマーの組織であるMYANMARENGINEERINGSOCIETYより山田宛に９
月２１日付けで電子メールにて招待状が届く

１０月
青年技術士懇談会にて継続参加決定｡青年技術士懇談会内でメンバー募集

１１月

清田隆､斎藤稔､山田英樹の３名の派遣者決定

１２月１５日～１７日
ミャンマーへ向け派遣者順次出国

１２月１８日～１９日
CAFEＯ-22(YEAFEO-11)に参加

１２月２１日～２５日

派遣者順次帰国



6．会議内容
６-１タイムテーブル

CAFEO-22の中で､今回参加したプログラムのタイムテーブルを示す。

日 州 時 間 ’ 項 目
’７:3０１

内容
ミやﾏｰﾐｺｰﾂｯｸｴﾝﾀｰﾃｲﾒﾝﾄ
AFEO加照園国旗入場

H.E.Lt-GenSoeWnﾐｬﾝﾏｰ連邦首相到着
CAFEO-22ｿﾝｸ＆ダンス

演説(CAFEO細哉委員会議長SeinMyint)
会議服告(CAFEO-22糺撫蕊委員会秘書UThanMyinl

AFEO特別名誉会員授与
演説(H.E.LfGenSoeWinﾐｬﾝﾏｰ連邦苣湘）

各国代表春写真撮影
AFEO名誉会員授与

廣説(WFEO会長AcademicianDatolrLeeYeeChong

場所
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６-２１８日内容詳細

1）開会式(7:30～１０:00）
開会式においては､ミャンマー連邦首相を始め、

MyanmarEngineeringSociety会長など､CAFEO関係者
の演説や挨拶に加えて､歌や踊りのパフォーマンスで盛
り上げていた。
ミャンマーからの参加者は皆民族衣装に身を包んで

いたが､軍事政権のである為､会場前列の貴賓席には、
軍服の来賓者が多く見られた。
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2)YEAFEOCOUNTRYREPORT(１０:30～１２:30)
１８Bamに開催されたCountryReportにおいて、日本は日本技術士会及び青年技術士懇談会の

紹介を行った。
昨年の経験から､今年は事前にパワーポイントによるプレゼンテーション資料､配布資料を準備し、

プレゼンテーションの練習も行っていた。
また､ミャンマーでのコンピュータ事情が不明瞭だったことから､万一に備えてノートパソコンも持

ち込んだ。
会議場での設備は十分だったと思うが､こちらから持参したCD-ROMが開けない状況もあった。

また事前の情報では､１９日に予定されていたはずのCountryReportが､急暹１８日のAMに行うこ
とを告げられた為、当日の資料準備､打ち合わせが十分に行えなかった。
加えて日本は発表の順番が一番最後だった為に時間切れとなり、予定していた新潟地震の状況

報告が行えなかった。
各国のヤングエンジニア組織ともパワーポイントによるプレ

ゼンテーション形式で発表しており､十分に準備がされてい
る様子だった。
内容的には､技術的なスキルアップを目指した教育プログ

ラムの実施や､他機関､他国との交流などを積極的に行って
いるようだ。
学生が多い参加国のヤングエンジニア組織では､対外的
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なイベントを企画するよりも､会員のスキルアップの為の企画が多いのではないかと感じた。
尚、今回発表したCountryReportを添付する。

3)YEAFEOCOUNCILMEETING(１４:00～１６:00)
１４:00から､昨年のYEAFEO-10から引き継いだ､YEAFEO議事に付いての議論が行われた。
この場での議論については､ゲスト国である日本及び香港には発言権が無く､ただ行方を見



鰯
守るに留まった。
数名のWelcomespeechの後､本題に入った。
今年の議題は以下の５項目である。
１.YoungEngineersExchangeProgram
２.ResourcesExchangeProgram
３．UpdatingYEAFEOWebsiteandMailingList
４.HowtoDevelopYoungEngineersProfession
５．Others

聞いている限りでは､YEAFEOのウェブサイトの運営について､その管理をどうするか､事務局を選出
する必要があるというような事に議論が集中していた。
国によって､人材やネット環境にの差に開きがあると思われるが､最終的にはそれらの用件が最も満
たされているであろう､タイとマレーシアの発言が目立った。
また最終的には上記の案件について､タイとマレーシアが中心となって取り組む様である。
帰国後メールにて配布された議事録及び各国のヤングエンジニア組織の一覧を添付する。

4）レゼント交換(１６:00～１７:00）
１６:００ころYEAFEOCounciIMeetingが終了すると､各国の記念品交換となった。
まずミャンマーから､各国の代表者１名へ記念品が手渡

され､各国代表者からミャンマーへ記念品を手渡した。
さらにその後ミャンマーから各国の参加者全員に記念品

が手渡された。
その後は､各国同士そこかしこで記念品の交換が始まった。
１国で複数種の記念品を用意しているところもあったが、

今回日本は日本画の印刷された風呂敷を持参し､概ね好評
を得ていた。

5)CHINATOWN見学(21:00～24:00)
１９:00から始まったWelcomeDinnerはGrandBallRoomで行われたが､YEAFEOメンバーは、

同ホテルの別のレストランに席が用意されていた。
そこでのDinnerの後､ホスト国のミャンマーから､Yangon市内のダウンタウン地域ににあるチヤ

イナタウンに出かけよ
うと誘われた。
各国のYEAFEOメンバーもほぼ全員参加し､タクシーに

分乗して夜のチャイナタウン散策となった。
チャイナタウンでは､PM10:00を過ぎても賑わいがあり、

青果や軽食の出店が立ち並んでいた。
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事前情報では､屋台の食べ物(特にフルーツ)は､ナイフ
食器が不衛生な場合が多く､また油物が多い加工品は､油が古くおなかを壊すとの事だったが、
みんなでわいわい会話しながら歩いていると､そんなことは忘れて､他のメンバーから薦められた
ものを､パクパク食べてしまっていた。

幸い体調を崩すことも無く､情報を鵜呑みにしないで､現地で体験することの大切さを感じた。
ホテルに帰り着いたのは､２４:００近くであったと思う。

６-３１９日内容詳細

1） YANGONTOUR(８:00～１２:00)
１９日は朝からYangon市内見学に参加した。
大型観光バスを１台チャーターして､YEAFEOメンバ-ほぼ全員が乗り込んだ。

まず到着したのは､CAFEO-22が開催されているSedonaHotelから２０分程度のところにある、
シェダゴンパゴダだ。
ミャンマーは国民の９０％以上が敬虚な仏教徒であり､パゴダと呼

ばれる仏塔が多く点在している。
Yangon市内だけでも１０近くのパゴダがあると思うが､今回訪れた

シェダゴンパゴダは､ミャンマー国内でも聖地とされるところだ。
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バスから降りるとミャンマーのエ
ンジニアに靴を脱ぐように言わ
れた。
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パゴダで裸足になるのは知っていたが､まさか駐車場か
ら裸足で行くとは思わなかった。
敷地内に入ると、日曜日ということも有り、かなり多くの人

が来ていた。
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観光客ではなく､参拝に来ている地元の人々がほとんどである｡本当に熱心だと思った。
ミャンマーのエンジニアにいろいろ説明してもらいながら､約１時間見学をした。

次に向ったのは､ミニチュア版ミャンマーとも言うべきところで､ミャンマーの各州の建造物があり、
その建築様式を紹介している。
また､湖や山を模した模型が点在し､トラックバスに揺られて

３０分程でミャンマーを一周できる訳である。
ほとんどの州で高床式の住居になっており､洪水や湿気、

また動物から身を守るためだと説明された。
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最後にSedonaHotelに近い国立公園に行った｡大きな湖が
あり､幸福を運ぶとされる２羽の烏を配した船を模った建造物があった。
この船はミャンマーから贈られた記念品にも描かれている。

2)MARKET見学(１４:00～１６:00)
CAFEO会場であるSedonaHotelに戻り昼食を済ませた後､今度はYEAFEOMemberでアウンサ
ン･マーケットに行く事となった。

蕊ホテルから１５分程度タクシーに乗り､マーケットに到着した《
かなり広大なマーケットで､細い路地が格子状に走っており
通りの左右にはお土産物やから、日常雑貨､食料品､衣料
品とありとあらゆるものが売られている。

題漁謎言ｽ熟薑蝋篭麓撫ﾘー醤
しかしながらミャンマーのサポートは非常にしっかりしていて､始めは団体で歩いていたものが、

徐々に細切れ状態となっていっても､必ずミャンマーのメンバーが一人､一緒に行動してくれてい
た。
携帯電話で連絡を取り合いながら､私たちの行動をサポートしてくれ.この行動には心から感謝

すると共に感心させられた。
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3）閉会式
閉会式は時間もごく短く､また会場と違うホテルに滞在していた私たちは､FARWELLPARTYの

準備もあったことから､本プログラムには出席しなかった。

4)FAREWELLDINNERPARTY(19:00～24:00)
CAFEO-22最後のプログラムとなるFARWELLDINNERPARTYは､GrandBalIRoomで開催され

たが､初日のWelcomeDinnerとは異なり、同じGrandBallRoom内に､YAFEOMemberの席が作ら
れていた。

コース料理が運ばれて
ジでは各国の出し物が始
今回日本は、｢カラオケ

題して､カラオケを３曲を
CD-ROMに音楽を録音

他国もカラオケを歌うとこ
きのところもあり、すっかり
いう感じだった。
しかしながら、ステージ

きて､正面ステー
まった。
は日本の文化｣と
歌った。
して持ち込んだが、
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YEAFEOMemberからも好評を頂いた。
終盤には、各国入り混じってステージに上がり、共に歌ったり踊ったりと､別れを惜しむ雰囲気の

中で､YEAFEOMemberとの親睦を一層深められたと感じた。
そんな中、２４:００を過ぎてFARWELLPARTYは終了した。

７．まとめ
７-１．成果
各国との友好的な交流を積極的に進めたという点では非常に評価できる｡参加者各個人が受身に回るこ

となく､社交的に各国の参加者の輪に加わる光景が多く見られた。
また、YEAFEO会議では昨年の反省を踏まえ、事前にバワーポイントを準備して持ち込み、Country

reportのセッションにおいて日本技術士会と青年技術士懇談会をアピールすることができた。同時に日本技
術士会パンフレット(英語版)を多くの参加者に配布した。
帰国後はYEAFEO各国の参加者が集うMLに我々参加者３名も加えられ､現在でも公私において交流は

続いている。
全体を通じ､参加各国エンジニア協会の若手とのコネクションをより密なものにするという目的は十分達

せられたと評価できる。

また、同会議に出席した香港技術者協会(HKIE)より、日本のYEI国際若手技術者フォーラム(Young
EngineerslnternationalForum)への参加を提案された｡YEIとはWFEO世界技術者協会の傘下にある若手会
であり、2004年11月に上海で行われたWEC世界技術者会議から発足した新しいグループである。
YEIの目的としては、
・若手技術者の交流をWorldwideに行う。
・若手技術者の情熱と能力によって持続可能な将来を構築する
・技術者の将来的な発展を促進させる
等である。
YEI上海に参加した国は、オーストラリア･ブラジル･中国･香港･デンマーク･ドイツ･マレーシア･南アフリ

カ･スイスである。
青技懇として現時点では､委員会で承認されれば参加する旨を窓口である香港に伝えている。いずれに

しても早急な対応が望まれる｡なお､YEIへ参加した場合､全体の目標に向けた活動が要求され､定期的に
HP上で報告することが求められている｡次回のYEIは､2008年WECブラジル開催と供に行われる予定。

[添付資料］
Countryreport(YEAFEO)
ProposalfOrtheShanghaiWECdeclaration(YEI)
Agenda&Discussionsummary(YEI)
Contactlist(YEI)

７-２.今後の展望
今回の派遣により、CAFEO,YEAFEOへの参加はASEAN地域各国の技術者協会とのコネクション作りに大

きく寄与することを再確認できた。しかし､昨年も指摘されていたことであるが､YEAFEOに出席している各国
の代表者と青年技術士懇談会との間に世代差があることは否めない(若手技術者の定義は35歳以下の場
合が多い)。また､YEAFEOにおけるわが国の立場はあくまでもオブザーバーであり、各国が交流を深める
努力をしている会議の中で日本は基本的に発言を許されていない｡これは青年技術士懇談会として国際交
流の成果を示す場合､プラス要素として成り立たない｡それに対し､CAFEOにおける技術発表のセッション
では､ASEAN加盟国に限らず多くの国をプレゼンテーターとして迎えている。
上記を踏まえ、今後中国に続く発展地域として期待されている東南アジア諸国を担う技術者との連携を

密にしていくためにも､CAFEO,YEAFEOへの参加は継続していくべきと考えるが､昨年度､今年度のように
YEAFEOにのみ焦点をあてる必要はないといえる｡事前にCAFEOにおいて発表の意思を持つ会員を派遣し、
YEAFEO出席は代表者のみとする手段も考えられる。



青年技術士懇談会が検討すべき国際交流手段としては､他に日韓技術士会議と今回提案したYEIへの参
加が考えられる。特に韓国若手会との交流は地理的にも近く､また世代的･技術的にも青年技術士懇談会
とマッチすることから無理なく充実した交流を深めることが可能と考えられる。また､YEIについては国際機
構への加盟を問わず世界中の国々と交流が可能であり、いずれも実りある結果が期待できよう。また、
CAFEOが毎年開催であるのに対し、日韓技術士会議は毎年開催地をローテーションすることになっており、
YEIに至っては４年に１度である。したがって､適切に計画を練ることで年度毎に国際交流の重点目標を立
てられると考えられる。
しかし､いずれにしても常時のコンタクトは必要であり、それに伴う作業も多く生じる。国際WGの人的充実

だけでなく青年技術士懇談会全体の協力は不可欠である。
以上

8．会計報告



22ndCAFEO&１１thYEAFEOinYangon,Myanmal ;REPORT

CAFEO,ConferenceofASEANFederationofEngmeermgO喝anization,istheengmeer'sconference
whichpurposesaretodeepenthefiiendshipamongASEANcountriesandtoexchangetheirideasand
experiencesinengmeermg.YEAFEO,YOungEngmeersofASEANFederationofEngmeermg
OIganization,isasubcommitteeofCAFEOfbnnedonlybyyoungengmeers.
CAFEOisheldevelyyeal;andtheplaceisrotatedamongASEANcountries.ItwasheldfromDecember
18ththroughl9thlastyearmMyanmar.

Threedelegates;ThkashiKiyota,HidekiYjmada&MmoruSaito,mtemationalexchangeworkinggroup
memberofYMIPEJ,particiljatedmthe22ndCAFEOandthellihYEAFEOmMyanmar.wThemamPdrpoSb
tojomCAFEO&YEAFEOwastoestablishacloserelationshipbetweenyoungJapaneseengineersand
ASEAN'sengmeermgassociations.

FYJW ８",Dec,２004)MMSfMcWatSed.n｡H.teL"The22
isoneofthemostexclusivehotelsmハ心′anmam
PrmeMinister,SoeWm,gavetheopenmgspeech.
Theceremonywasmoresuperbthanweexpected..
(Photo.1)

図画１．

０．鋤禽
Aftercoffeebreak,eachsubconnnitteestarted.Of
course,Japanesedelegatesjomedmthellth
YEAFEOmeetmg.TheroomofYEFEOseemed
tobesmall,andcountryflagsandmicrophones
weresetoneachtable .Thepart ic ipantsof
YEAFEOweremainly廿omASEANcountries;
Malaysia,Thailand,Bmnei,Cambodia,Philippine,
Indonesia,Smgapore,Laos,Viemamandthehost
country,MyanmalJandtherestofASEANwere
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鼬 一 一一 こ き 旗

しＵＬｕｌｕｙ３人ｖＬｙｑｕ皿』ｑ１３Ｑ皿ｕｕﾑ巳几ＥｐＬＵＬｒＬｏ里尽酬ｗＰｌｐ Photo・l
HongKongandJapanthatparticipatedasobservers.
Thes山ectmthemomingwasCountyreportsfomeachcountly.Allofparticipantsgavetheir
presemationontheiractivitiesandsimationsasyoungengmeers.WemtroducedtheactivitiesofrEJand
YDTEJwithpowerpoint.Eventhoughthetimeofpresentationwasvelyshort,wethink,wewereableto
makesomegoodimpressionanddistributeleafletoflPEJtoallcountIy.(Photo.2,3)
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Thes呵ectmtheaftemoonwaswhattheycoulddotomakemternationalexchangebetteramongASEAN
countries.Themams呵ectwasthemamtenanceofwebsiteofYEAFEO.JapaneseandHongKong
delegateswatchedanddidn'tdisturbthemwhiletheywerediscussmgbecausewewerejustmvitedas
observers.Howevel;HongKongdelegatesgavethemsomeadviceatthemeetmg.



ManygiftswereexchangedattheclosmgceremonyofYEAFEO.WegaveJapanesetraditionalcloth
wrapper(Furoshiki)toallparticipants.Japaneseartwasprmtedonthem.nlecommitteeofYEAFEO
presentedamemorialshieldtoallcountly.(Photo.4,5)
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WeY a n g o n . W e v i s i t e d
ShwedagonPagodaatthe
fIrst･ShewedagonPagoda
i s o n e o f t h e o l d e s t
PagodasmMyanmaljand
thereisaveIylonghistory
ofabout2 ,500years .
Religious Myanmarese
v i s i t P a g o d a a l m o s t
evelydayandwesawalot
ofpeopleprayingthere.
Thebirthdayweekhas
s p e c i a l m e a nmg f b r

2〃の

‘蕊Ａ

』曳 h』

釘 ｕｌｐ

１一

町
，塁

●瀧号 」
さ
■
副
Ｊ
Ｉ
ｐ

■】■】

＝辱▼
ー

Ｌ■Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｌ

「 ８

幻幻』』

Ｊ山国点

S P e C l a l m e a n m g l O r P h n m . G
Myanmarese.Thereareseven
mainshrinesatthissite.(Photo.6,7)
Afterthat,YEAFEOsmfftookustoMyanmarnation
village.Accordmgtothesmatherearemanytribesm
MyanmaLandwesawtheirtraditionallifestylesmthis
village.(Photo８)
FmallylwevisitedthelargestmarketinYangon,
BogyokeAungSanMarket.YEAFEOsmffguidedus
andnegotiatedattheshopsfbrfbreigndelegates
becausethegeneralpublicmMyamnardoesnotspeak
English.(Photo.９,1０)
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Intheevening,theclosmgceremonyofCAFEOstarted.Japanesedelegatesattendedtheclosmgparty,
dressedinYilkata(Yamada&Saito)andMyanmartraditionalwear(Kiyota).WesangKaraokeatthe
‘℃ountlystage'',andmanyothercountiesalsosangKaraoke.Itwasgreat!Feelmgoverthefestivalran
high.Itgaveusmfblgettablememoly.(Photo.11,12,13,14)
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YMⅡ》EJsentdelegationto22ndCAFEO&110'YEAFEOmMyanmar.Despitethetmeshortage,wemade
agoodrelationshipwithdelegatesfi℃mevelyASEANcountly.Wewilltlytokeepmtouchwiththemto
establishcloserrelationshipasyoungengineers.
AllYEAFEOsmffbhelpedusdurmgallstayinYangon.FmancialsupportfromtheYMIPEJisgreatly
acknowledged.
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IntemationalexchangegroupofYMPEJ


